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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第41期

中間連結会計期間
第42期

中間連結会計期間
第41期

会計期間
自　2025年３月１日
至　2025年８月31日

自　2026年３月１
日

至　2026年８月31
日

自　2025年３月１日
至　2026年２月28日

売上高 (百万円) 65,602 79,733 128,794

経常利益 (百万円) 14,572 24,538 32,621

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(百万円) 10,872 15,839 19,048

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 5,824 19,022 18,952

純資産額 (百万円) 126,498 155,987 139,961

総資産額 (百万円) 177,928 218,038 197,302

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 62.13 91.33 109.33

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 62.12 91.33 109.33

自己資本比率 (％) 65.6 67.2 66.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 12,868 8,730 31,191

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 471 △2,006 △3,300

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △12,745 4,585 △15,520

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 60,951 86,328 74,341
 

(注)　当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績

当中間連結会計期間における我が国経済は、個人消費や企業の設備投資に持ち直しの動きが見られ、緩やかな景

気の回復が続いております。

先行きにつきましては、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えることが期待されるもの

の、中東情勢や自然災害の影響を注視する必要があります。

一方海外におきましては、米国経済は堅調な拡大傾向が継続しており、世界経済全体としては緩やかな回復基調

で推移しております。

当業界におきましては、世界の半導体産業は好調で、データセンター市場は急激に成長したことにより、半導体

製造設備への投資は積極的に行われました。生成AIの需要拡大及び半導体関連の需要は、引き続き拡大していくも

のと見込まれます。

この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高79,733百万円(前年同期比21.5％増)、営業利益23,096百万

円(前年同期比42.4％増)、経常利益は為替の影響も受け、24,538百万円(前年同期比68.4％増)、親会社株主に帰属

する中間純利益15,839百万円(前年同期比45.7％増)となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

半導体・ＦＰＤ関連装置事業の売上高は79,357百万円(前年同期比21.6％増)、セグメント利益は23,969百万円(前

年同期比43.0％増)となりました。

ライフサイエンス事業につきましては、売上高は376百万円(前年同期比2.8％増)、セグメント損失は147百万円

(前年同期はセグメント損失119百万円)となりました。

 
②　財政状態

当中間連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ20,736百万円増加し、218,038百万円となりました。こ

れは主に、棚卸資産の増加5,870百万円、受取手形及び売掛金の増加4,398百万円及び現金及び預金の増加12,036百

万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ4,710百万円増加し、62,051百万円となりました。これは主に、訴訟損失引当金

の減少7,429百万円があった一方で、借入金の増加7,772百万円、支払手形及び買掛金の増加4,272百万円によるもの

であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ16,025百万円増加し、155,987百万円となりました。これは主に、利益剰余金

の増加12,891百万円及び為替換算調整勘定の増加3,570百万円によるものであります。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末と比べて

11,986百万円増加し、86,328百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、得られた資金は8,730百万円(前年同期は12,868百万円の収入)となりました。これは主に、税金

等調整前中間純利益22,374百万円及び仕入債務の増加額3,650百万円の資金増加要因に対し、棚卸資産の増加額

4,096百万円、訴訟和解金の支払額9,587百万円及び法人税等の支払額4,973百万円等の資金減少要因によるものであ

ります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は2,006百万円(前年同期は471百万円の収入)となりました。これは主に、有形固

定資産の取得による支出1,761百万円及び無形固定資産の取得による支出109百万円等の資金減少要因によるもので

あります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、得られた資金は4,585百万円(前年同期は12,745百万円の支出)となりました。これは主に、長期

借入れによる収入10,700百万円及び短期借入金の純増加額1,788百万円の資金増加要因に対し、長期借入金の返済に

よる支出4,904百万円及び配当金の支払額2,948百万円の資金減少要因によるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費の総額は、931百万円であります。なお、当中間連結会計期間において当社グ

ループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 352,800,000

計 352,800,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(2026年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 176,400,000 176,400,000
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は
100株であります。

計 176,400,000 176,400,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2026年８月31日 ― 176,400,000 ― 982 ― 1,127
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(5) 【大株主の状況】

  2026年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を除
く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

崎谷　文雄 岡山県井原市 61,942,000 35.72

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区赤坂１丁目８番１号
赤坂インターシティAIR

16,522,800 9.53

株式会社日本カストディ銀行(信
託口)

東京都中央区晴海１丁目８－12 9,350,300 5.39

バルンリバー合同会社 岡山県井原市大江町2706-１ 8,360,000 4.82

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505001
(常任代理人　株式会社みずほ銀
行　決済営業部)

ONE CONGRESS STREET,SUITE １ ,
BOSTON,MASSACHUSETTS
(東京都港区港南２丁目15－１　品川
インターシティA棟)

7,390,103 4.26

藤代　祥之 岡山県井原市 5,276,000 3.04

株式会社中国銀行 岡山県岡山市北区丸の内１丁目15－20 3,200,000 1.85

株式会社衣香園 岡山県井原市七日市町800-４ 2,100,000 1.21

JP MORGAN CHASE BANK 385781
(常任代理人　株式会社みずほ銀
行　決済営業部)

25 BANK STREET, CANARY WHARF,
LONDON, E14 5JP, UNITED KINGDOM
(東京都港区港南２丁目15－１　品川
インターシティA棟)

1,423,230 0.82

GOVERNMENT OF NORWAY
(常任代理人　シティバンク、エ
ヌ・エイ東京支店)

BANKPLASSEN ２, 0107 OSLO １ OSLO
0107 NO
(東京都新宿区新宿６丁目27番30号)

1,206,257 0.70

計 ― 116,770,690 67.34
 

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)                            16,522,800株

株式会社日本カストディ銀行(信託口)                                       9,350,300株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,968,200

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,733,168 ―
173,316,800

単元未満株式
普通株式

― ―
115,000

発行済株式総数 176,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 1,733,168 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式60株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2026年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 広島県福山市神辺町字
道上1588番地の２

2,968,200 － 2,968,200 1.68
ローツェ株式会社

計 ― 2,968,200 － 2,968,200 1.68
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号)

に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年３月１日から2026年８月31

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2026年２月28日)

当中間連結会計期間
(2026年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 74,341 86,378

  受取手形及び売掛金 32,413 36,811

  商品及び製品 6,765 4,563

  仕掛品 12,075 14,248

  原材料及び貯蔵品 26,642 32,541

  その他 2,906 3,803

  貸倒引当金 △174 △148

  流動資産合計 154,970 178,198

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 11,889 11,693

   機械装置及び運搬具（純額） 5,439 5,206

   土地 5,852 5,799

   その他（純額） 2,714 3,811

   有形固定資産合計 25,896 26,510

  無形固定資産   

   のれん 6,332 4,826

   その他 2,884 2,786

   無形固定資産合計 9,216 7,613

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,731 1,718

   退職給付に係る資産 376 374

   繰延税金資産 3,619 2,275

   その他 1,551 1,409

   貸倒引当金 △60 △60

   投資その他の資産合計 7,218 5,716

  固定資産合計 42,332 39,840

 資産合計 197,302 218,038
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2026年２月28日)

当中間連結会計期間
(2026年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,221 11,494

  短期借入金 15,574 17,545

  未払法人税等 5,207 5,247

  賞与引当金 2,253 2,473

  役員賞与引当金 19 9

  製品保証引当金 1,852 1,803

  その他 8,199 8,079

  流動負債合計 40,328 46,653

 固定負債   

  長期借入金 8,207 14,009

  役員退職慰労引当金 446 468

  退職給付に係る負債 91 89

  資産除去債務 362 383

  繰延税金負債 287 263

  訴訟損失引当金 7,429 －

  その他 187 183

  固定負債合計 17,012 15,398

 負債合計 57,340 62,051

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 982 982

  資本剰余金 4,890 4,890

  利益剰余金 115,771 128,662

  自己株式 △5,043 △5,043

  株主資本合計 116,600 129,492

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 332 229

  為替換算調整勘定 13,295 16,866

  その他の包括利益累計額合計 13,627 17,095

 新株予約権 2 2

 非支配株主持分 9,730 9,396

 純資産合計 139,961 155,987

負債純資産合計 197,302 218,038
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

売上高 65,602 79,733

売上原価 39,332 45,362

売上総利益 26,269 34,371

販売費及び一般管理費 ※  10,055 ※  11,274

営業利益 16,214 23,096

営業外収益   

 受取利息 374 343

 受取配当金 3 0

 為替差益 － 1,589

 売電収入 22 7

 デリバティブ利益 383 －

 その他 72 133

 営業外収益合計 856 2,075

営業外費用   

 支払利息 87 143

 為替差損 2,368 －

 売電費用 11 3

 デリバティブ損失 － 463

 その他 31 23

 営業外費用合計 2,499 633

経常利益 14,572 24,538

特別利益   

 固定資産売却益 12 8

 その他 0 －

 特別利益合計 13 8

特別損失   

 固定資産売却損 0 －

 固定資産除却損 3 14

 訴訟和解金 － 2,158

 特別損失合計 3 2,172

税金等調整前中間純利益 14,581 22,374

法人税、住民税及び事業税 4,960 5,078

法人税等調整額 △602 1,380

法人税等合計 4,358 6,458

中間純利益 10,223 15,915

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に
帰属する中間純損失（△）

△648 75

親会社株主に帰属する中間純利益 10,872 15,839
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

中間純利益 10,223 15,915

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 21 △102

 為替換算調整勘定 △4,420 3,209

 その他の包括利益合計 △4,398 3,107

中間包括利益 5,824 19,022

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 6,768 19,307

 非支配株主に係る中間包括利益 △944 △285
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 14,581 22,374

 減価償却費 1,515 1,625

 のれん償却額 1,545 1,632

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 35 △21

 受取利息及び受取配当金 △378 △343

 支払利息 87 143

 為替差損益（△は益） 153 364

 デリバティブ損益（△は益） △383 463

 訴訟和解金 － 2,158

 固定資産売却損益（△は益） △12 △8

 固定資産除却損 3 14

 売上債権の増減額（△は増加） 271 △3,331

 棚卸資産の増減額（△は増加） 2,073 △4,096

 仕入債務の増減額（△は減少） 90 3,650

 その他の資産の増減額（△は増加） 115 △1,196

 その他の負債の増減額（△は減少） △1,997 △254

 その他 678 △133

 小計 18,380 23,040

 利息及び配当金の受取額 388 355

 利息の支払額 △68 △104

 法人税等の支払額 △5,831 △4,973

 訴訟和解金の支払額 － △9,587

 営業活動によるキャッシュ・フロー 12,868 8,730

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △522 △1,761

 有形固定資産の売却による収入 12 4

 無形固定資産の取得による支出 △284 △109

 投資有価証券の取得による支出 △0 △102

 無形固定資産の売却による収入 － 12

 定期預金の預入による支出 － △50

 定期預金の払戻による収入 1,658 －

 長期貸付金の回収による収入 13 31

 その他 △403 △32

 投資活動によるキャッシュ・フロー 471 △2,006

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △849 1,788

 長期借入れによる収入 － 10,700

 長期借入金の返済による支出 △3,850 △4,904

 リース債務の返済による支出 △2 △2

 自己株式の取得による支出 △4,999 －

 配当金の支払額 △2,998 △2,948

 非支配株主への配当金の支払額 △45 △48

 財務活動によるキャッシュ・フロー △12,745 4,585

現金及び現金同等物に係る換算差額 △973 678

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △379 11,986

現金及び現金同等物の期首残高 61,330 74,341

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  60,951 ※  86,328
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【注記事項】

(中間連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年８月31日)

役員報酬 481百万円 379百万円

給与手当 2,238百万円 2,376百万円

賞与引当金繰入額 571百万円 584百万円

役員賞与引当金繰入額 9百万円 9百万円

退職給付費用 78百万円 100百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円 24百万円

支払手数料 907百万円 1,143百万円

研究開発費 737百万円 931百万円

貸倒引当金繰入額 35百万円 △0百万円

のれん償却額 1,545百万円 1,632百万円
 

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりであ

ります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年８月31日)

現金及び預金勘定 60,951百万円 86,378百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

－百万円 △50百万円

現金及び現金同等物 60,951百万円 86,328百万円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自　2025年３月１日　至　2025年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月29日
定時株主総会

普通株式 2,998 17 2025年２月28日 2025年５月30日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の著しい変動

当社は、2025年４月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式2,934,400株の取得を行い、中間連結会計期間に

おいて自己株式が4,999百万円増加しました。

この結果、当中間連結会計期間末において自己株式が5,045百万円となっております。

 

当中間連結会計期間(自　2026年３月１日　至　2026年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月28日
定時株主総会

普通株式 2,948 17 2026年２月28日 2026年５月29日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自　2025年３月１日　至　2025年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

半導体・
ＦＰＤ関連
装置事業

ライフ
サイエンス
事業

計

売上高      

日本 4,012 353 4,366 － 4,366

台湾 18,261 － 18,261 － 18,261

中国 18,790 3 18,793 － 18,793

韓国 3,590 － 3,590 － 3,590

米国 15,463 8 15,472 － 15,472

その他 5,117 － 5,117 － 5,117

顧客との契約から
生じる収益

65,236 366 65,602 － 65,602

外部顧客への売上高 65,236 366 65,602 － 65,602

セグメント間の内部
売上高又は振替高

57 － 57 △57 －

計 65,294 366 65,660 △57 65,602

セグメント利益
又は損失(△)

16,761 △119 16,641 △427 16,214
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△427百万円であり、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

半導体・ＦＰＤ関連装置事業セグメントにおいて、2024年６月に行われたNanoverse Technologies, Ltd.との企

業結合について、前連結会計年度において暫定的な会計処理を行っておりましたが、当中間連結会計期間に確定し

ております。この暫定的な会計処理の確定に伴うのれんの金額に変更はありません。
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当中間連結会計期間(自　2026年３月１日　至　2026年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
(注)１

中間連結
損益計算書
計上額
(注)２

半導体・
ＦＰＤ関連
装置事業

ライフ
サイエンス
事業

計

売上高      

日本 4,467 360 4,827 － 4,827

台湾 19,406 － 19,406 － 19,406

中国 20,899 3 20,902 － 20,902

韓国 3,971 － 3,971 － 3,971

米国 23,888 12 23,901 － 23,901

その他 6,723 － 6,723 － 6,723

顧客との契約から
生じる収益

79,357 376 79,733 － 79,733

外部顧客への売上高 79,357 376 79,733 － 79,733

セグメント間の内部
売上高又は振替高

31 － 31 △31 －

計 79,388 376 79,764 △31 79,733

セグメント利益
又は損失(△)

23,969 △147 23,822 △725 23,096
 

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△725百万円であり、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度(2026年２月28日)

 

区分 対象物の種類 取引の種類
契約額等
(百万円)

時価(百万円)
評価損益
(百万円)

市場取引 通貨
為替予約取引
　売建
　　受取韓国ウォン、支払米ドル

 
 

4,534

 
 

△28

 
 

△28
 

(注) １．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。

２．為替予約の時価は、差金決済額(差損益)を記載しております。

 

当中間連結会計期間(2026年８月31日)

 

区分 対象物の種類 取引の種類
契約額等
(百万円)

時価(百万円)
評価損益
(百万円)

市場取引 通貨
為替予約取引
　売建
　　受取韓国ウォン、支払米ドル

 
 

7,403

 
 

△23

 
 

△23
 

(注) １．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引はありません。

２．為替予約の時価は、差金決済額(差損益)を記載しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項(セグメント情報等)」に記載のとおりであります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自　2025年３月１日
至　2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自　2026年３月１日
至　2026年８月31日)

(1) １株当たり中間純利益 62円13銭 91円33銭

　　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する中間純利益(百万円) 10,872 15,839

　　普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　中間純利益(百万円)

10,872 15,839

　　普通株式の期中平均株式数(株) 174,996,988 173,431,740

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 62円12銭 91円33銭

　　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する中間純利益調整額
　　(百万円)

－ －

　　普通株式増加数(株) 11,999 11,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会
計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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(重要な後発事象)

　　（孫会社の設立）

　当社は、2026年８月24日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるRORZE CREATECH CO., LTD.(以下

「RC」)による孫会社(以下「新会社」)設立について決議し、2026年９月１日付で設立いたしました。

 
　　１．新会社設立の目的

　当社グループでは、中国市場向け半導体関連装置の需要拡大に伴い、中国における生産体制の強化が課題となっ

ております。特に、RCの子会社であるRORZE CREATECH SEMICONDUCTOR EQUIPMENT CO., LTD.（RCS）の生産能力増強

が急務であることから、中国上海市に新会社を設立いたしました。

 
　　２．RCの概要

（1）商号 RORZE CREATECH CO., LTD.

（2）所在地 中国　上海市

（3）代表者 董事長　藤代　祥之

（4）設立年月 2008年6月

（5）資本金 126,219,840人民元（約2,281百万円）

（6）出資比率 ローツェ株式会社 100％

（7）事業内容
中国市場における自動化システムの開発、製造、装置・部品の輸出入・販売及びメンテナン

ス・仲介業務
 

 
　　３．新会社の概要

（1）商号 Rorze Createch Precision Technology

（2）所在地 中国　上海市

（3）代表者 董事長　藤代　祥之

（4）設立日 2026年９月１日

（5）資本金 2,000万人民元（約476百万円）

（6）出資比率 RC 100％

（7）事業内容 ウエハ自動搬送装置の生産、開発、販売と技術サポート及び輸出入代理業務

（8）上場会社と当該

会社の関係

資本関係 当社の100％子会社であるRCが100％出資する子会社として設立予定

人的関係 RCの役員が当該子会社の役員を兼務する予定

取引関係 当社及びその他子会社から当該子会社へ製品を販売する予定
 

 
　　４．業績に与える影響

　新会社における事業活動は、来春からを予定していることから、当該内容が当期の連結業績に与える影響は、軽

微であります。
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２ 【その他】

　　（重要な訴訟事件の和解について）

　米国時間2022年８月30日に、当社および当社の米国子会社のRorze Automation, Inc.の製品が原告の米国特許権

を侵害するものとして訴訟を提起されておりました。 その後、2026年３月13日付で陪審評決が下されておりました

が、当事者間で和解協議を進めた結果、2026年８月３日付で和解契約を締結いたしました。なお、2026年２月期決

算において、本件訴訟に関連して発生する可能性のある損失を見積り、訴訟損失引当金を計上しており、本件和解

の成立に伴い、当中間連結会計期間において、当該引当金と本和解に伴う支払額との差額を特別損失として計上い

たしました。和解の内容につきましては、和解契約に定める秘密保持義務に基づき、公開を差し控えさせていただ

きます。 本件和解により当該訴訟は終局的に解決されることとなり、今後の事業活動への影響はございません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

 

 

2026年10月13日

ローツェ株式会社

取締役会　御中

 
太陽有限責任監査法人

 

中国・四国事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 秋　　田　　秀　　樹  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 則　　岡　　智　　裕  

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローツェ株式会

社の2026年３月１日から2027年２月28日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年３月１日から2026年８月31日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中

間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、ローツェ株式会社及び連結子会社の2026年８月31日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

 

(注) １　上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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